そこ は 彼等が 飛んだ 中で も、 最も 幅の広い 所であった。 

けれども ほかの 若者た ち はさら に 彼に は 頓着し なか つ 

た。 彼等に は 彼の 後で 飛んだ II 彼よりも 幅の 狭い 所 

せ い びぼう 

を 彼よりも 楽に 飛び越えた、 背の 高い 美貌の 若者の 方 

が、 遥に 人気が あるら しかった。 その 若者 は 彼と 同 

しず リ くび まがたま は 

じ巿 松の 倭 衣 を 着て いたが、 頸に 懸けた 勾玉 や 腕に 嵌 

めた 釧 など は、 誰よりも 精巧な 物であった。 彼 は 腕 

を 組んだ まま、 ちょいと 羨し そうな 眼 を 挙げて、 その 

若者 を 眺めた が、 やがて 彼等の 群 を 離れて、 たった 一 

かげろう かわしも 

人 陽炎の 中 を 河 下の 方 へ 歩き 出した。 



だから 仲間の 若者た ちが 河 上の 方へ 行く の を 見る と、 

しず < うら ま 

彼 はま だ 滴 を 垂らした まま、 麗らかな春の日に 目 か 

げ をして、 のそのそ 砂の 上 を 歩き 出した。 

かわら がんせき 

その 間に ほかの 若者た ち は、 河原に 散在す る 巌石を 

ゆうぎ 

持 上げ 合う 遊戯 を 始めて いた。 岩 は 牛 ほどの 大きさの 

も、 羊 ほどの 小さ さの も、 いろいろ 陽炎の 中に 転がつ 

ていた。 彼等 は みんな 腕 まくり をして、 なるべく 大き 

い 岩 を 抱き起そう とした。 が、 手ごろな 巌 石の ほか は、 

リょリ よく たくま 

中で も膂 力の 逞しい 五六 人の 若者た ちで ない と、 容 

易に 砂から 離れなかった。 そこで この 力競べ は、 自然 

と 彼等 五六 人の 独占す る 遊戯に 変って しまった。 彼等 



ていた、 背の 低い 猪首の 若者 だけ は、 容易なら ない 競 

^ た 

争 者が 現れた 事 を 知った と 見えて、 さすがに 妬まし そ 

うな 流し 眼 を じろ じろ 彼の 方へ 注いで いた。 その内に 

かつ ひと ゆす 

彼 は 担いだ 岩 を 肩の 上で 一 揺り 揺って から、 人の いな 

い 向う の 砂の 上へ 勢いよ くどうと 投げ 落した。 すると 

あの 猪首の 若者 はちょう ど 餌に 饑えた 虎の ように、 猛 

然と 身 を 躍らせながら、 その 巌 石へ 飛び かかった と 思 

うと、 咄嗟の 間に 抱え 上げて、 彼に も 劣らず 楽々 と 肩 

よりも 高く かざして 見せた。 

それ はこの 二人の 腕力が、 ほかの 力自慢の 連中より 

も 数 段 上に あると 云う 事 を 雄弁に 語って いる 証拠で 



は、 さらに 勝敗 を 争うべく、 前に も 増して 大きい 岩 を 

みぎわ 

水際の 砂から 抱き起し ていた。 

ちから くら たたか 

二人 はこう 云う 力競べ を 何回と なく 闘わせた。 そ 

けしき 

の 内に 追い 追い 二人とも、 疲労の 気色 を 現して 来た。 

彼等の 顔 や 手足に は、 玉の ような 汗が 滴って いた。 

のみならず 彼等の 着て いる 倭 衣 は、 模様の 赤黒 も 見え 

ない ほど、 一面に 砂に まみれて いた。 それでも 彼等 は 

寒 5 を 切らせながら、 必死に 巌石を 擡げ 合って、 最後の 



しばらくの 間 動かなかった。 しかし 彼が 懸命の カを尽 

している 事 だけ は、 その 手足から 滴り落ちる 汗の 絶 

えない のに も 明かであった。 それが やや 久しく 続いた 

のち 

後、 声 を ひそめて いた 若者た ち は、 誰から ともなく ま 

たどよ み を 挙げた。 ただ その どよ みは 前の ような、 勢 

いの 好い 声援の 叫びで はなく、 思わず 彼等の 口 を 洩れ 

うめ な ぜ 

た 驚歎の 呻きに ほかなら なかった。 何故と 云えば この 

時 彼 は、 大 岩の 下に 肩 を 入れて、 今までつ いていた 片 

も t こ 

膝 を 少しずつ 擡げ 出した からであった。 岩 は 彼が 身 を 

起す と共に、 一寸ず つ、 f 分ず つ 、じりじり 砂 を 離れ 

て 行った。 そうして 再び 彼等の 間から 一種の どよ みが 



ように 牙を嚙 みながら、 次第に のしかかって 来る 千曳 

の 岩 を 逞しい 肩に 支えよう とした。 しかし 岩が 相手の 

肩から 全く 彼の 肩へ 移った 時、 彼の 体 は 刹那の 間、 

お お.？ 'ぜ 

大風の 中の 旗竿の ごとく 揺れ動い たように 思われた。 

うず ひげ 

するとた ちまち 彼の 顔 も 半面 を 埋めた 鬚 を 除いて、 見 

る 見る 色 を 失い 出した。 そうして その 青ざめた 額から- 

まば ゆ しき リ 

足 もとの 眩 い 砂の 上へ 頻 に 汗の 玉が 落ち 始めた。 I 

I と 思う 間もなく 今度 は 肩の 岩が、 ちょうど さ つ きと 

は 反対に 一 寸 ずつ、 f 分ず つ、 じ リじリ 彼 を 圧して 行つ 

た。 彼 は それでも 死力 を尽 して、 両手に 岩 を 支えな が 

ら、 最後まで 悪 闘 を 続けよう としたが、 岩 は 依然と し 



母 を 恋い 歎く より、 より 大きい と 云う 心 もち はあった _ 

けもの 

だから 彼 は 山間の 春の 中に、 鳥 や 獣の ごとく さまよ 

いながら、 幸福と 共に 不可解な 不幸 を も 味わずに はい 

られ なかった。 

彼 はこの 寂し さに 悩まされ ると、 しばしば 山腹に 枝 

を 張った、 高い 柏の 梢に 上って、 遥か 目の 下の 谷間 

の 景色に ぼんやりと 眺め 入る 事が あった。 谷間に はい 

あめ やすかわ かわら ごいし 

つも 彼の 部落が、 天の 安河の 河原に 近く、 碁石の よう 

に 点々 と 茅葺き 屋根 を 並べて いた。 どうかす ると また 

かしょく 

その 屋根の 上に は、 火食の 煙が 幾す じ も かすかに 立ち 

また 

昇って いる 様 も 見えた。 彼 は 太い 柏の 枝へ 馬乗りに 跨 



ノ J ぅぜ ん 

うな 顔 をしながら、 それでも わざと 傲然と、 女た ちの 

顔 を 睨め まわした。 鳩 は その 間に 羽根 を 引き 引き、 木 

の 芽に 煙って いる 林の 奥へ、 ばた ばた 逃げて 行って し 

まった。 

「あなた は 一 体 どこに いらし つたの？」 

やっと 笑い 止んだ 女た ちの 一 人 は 蔑 むように こう 

云いながら、 じろ じろ 彼の 姿 を 眺めた。 が、 その 声に 

は、 まだ 抑え 切れない 可笑し さが 残って いるよう で 

あった。 

「あすこに いた。 あの 柏の 枝の 上に ご 

素 戔嗚は 両腕 を 胸に 組んで、 やはり 傲然と 返事 をし 



つけた。 

「うるさい。 噓 でなければ、 早く 向う へ 行け。 行かな 

いと、 —— 」 

女た ち はさす がに 驚いたら しく、 慌てて 彼の 側 を 

飛びの いた。 が、 すぐに また 声を立てて 笑いながら、 

ちょうど 足 もとに 咲いて いた 嫁菜の 花 を 摘み取って は、 

一斉に 彼へ 抛り つけた。 薄 紫の 嫁菜の 花 は 所嫌わず 

紛々 と、 素戔嗚 尊の 体に 降リ かかった。 彼 はこの 匀， - 

の 好い 雨 を 浴びた まま、 呆気に とられて 立ちす くんで 

いた。 が、 たちまち 今 怒鳴りつ けた 事 を 思い出して、 

両腕 を 大きく 開く や 否や、 猛然と 悪戯な 女た ちの 方へ 、 



なんぷん のち きずつ お お 

何分 か 後、 あの 羽根 を 傷け た 山鳩 は、 怯ず 怯ず また 

そこへ 還って 来た。 その 時もう 草の 上の 彼 は、 静な寝 

息 を 洩らして いた。 が、 仰向いた 彼の 顔に は、 梢から 

落ちる 日の 光と 一 しょに、 未だに 微笑の 影が あった。 

鳩 は 嫁菜の 花 を 踏みながら、 そっと 彼の 近くへ 来た。 

そうして 彼の 寝顔 を視 くと、 仔細ら しく 首 を 傾けた。 

あたかも その 微笑の 意味 を 考えようと でもす るよう に _ 



戔嗚の 勇力 を 笠に 着た、 横 g な 文句 を 並べたり した。 

十 

素 戔嗚は 彼の 不平 を 聞き流してから、 相手の 若者た 

ちの 方 を 向いて、 野蛮な 彼に も 似合わない、 調停の 言 

葉 を 述べよう とした。 すると その 刹那に 彼の 崇拝者 は、 

よくよく 口惜し さに 堪え兼ねた のか、 いきなり 近くに 

ほお 

いた 若者に 飛び かかる と、 したた かその 頰を 打ちのめ 

した。 打 たれた 若者 は よろめきながら、 すぐに また 相 

手へ 摑 みかかった。 



「待て。 こら、 待てと 云ったら 待たない かご 

こう 叱りながら 素戔嗚 は、 無理に 二人 を 引き離そう 

とした。 ところが 打 たれた 若者 は、 彼に 腕を摑 まれる 

と、 血迷った 眼 を嗔ら せながら、 今度 は 彼へ 獅嚙 みつ 

むち 

いて 来た。 と 同時に 彼の 崇拝者 は、 腰に さした 鞭 を ふ 

リ かざして、 まるで 気で も 違った ように、 やはり 口論 

の 相手だった 若者た ちの 中へ 飛び こんだ。 若者た ち も 

勿論 この 男に、 おめお め 打 たれる ような ものば かりで 

はなかった。 彼等 は 咄嗟に 二 組に 分れて、 一方 はこの 

男 を 囲む が 早い か、 一方 は 不慮の 出来事に 度 を 失った 

素戔嗚 へ、 紛々 と-拳 を 加えに 来た。 ここに 立ち至つ 



ヵ岡 力で も 」 

「さらに 剛力ではなくなる のです ご 

すく しゃきん はじめ 

「しかし 人が 掬わな くっても、 砂金 は始 から 砂金で 

しょう。」 

「さあ、 砂金 だと わかる の は、 人に 掬われて からの 上 

じゃありません かご 

「すると 人が、 ただの 砂 を 砂金 だと 思って 掬ったら I 

I」 

「やはりた だの 砂で も 砂金になる でしよう ご 

素 戔嗚は 何だか 思 兼 尊に、 調戯 われて いるよう な 心 

もちが した。 が、 そうかと 思って 相手 を 見ても、 尊の 



あと くぎ ま 

答える と、 仲間の 女た ちの 後 を 追って、 やはり 釘 を 撒 

くような 燕の 中 を 歩き 出した。 彼 は 娘と 入れ違いに 

ふき い たな) J ころ すく 

噴 井の 側へ 歩み寄って、 大きな 掌 へ 掬った 水に、 二 

のど うるお 

口 三 口 喉を沾 した。 沽 しながら 彼女の 眼つ き や 唇の 

微笑 を 思い 浮べて、 何 か 嬉しい ような、 恥 かしい よう 

おのれ 

な 心 もちに 顔 を 赤め ていた。 と 同時に また 己 自身 を 

あざけ 

嘲 りたい ような 気 もしな いで はな か つ た。 

ひ れ ひるがえ 

その 間に 女た ち は そよ風に 領巾を 飜 しながら、 頭 

の 上の 素焼の 甕に さわやかな 朝日の 光 を 浴びて 次第に 

噴き かから 遠ざかって 行った。 が、 間もなく 彼等の 中 

から は 一度に 愉快そう な 笑い声が 起った。 それに つれ 



が、 若者 はさり 気ない 調子で、 噴き 井の上に 枝 垂れ 

むし 

かかった 白 椿の 花を撑 りながら、 

こ、 * や おなお 

「もう 甯は 御憲リ です か。 」 

「うん、 とうに 癒った ご 

彼 は 真面目に こんな 返事 をした。 

なまごめ 

「生米 を 御つ けにな りました かご 

き 

「つけた。 あれ は 思った より 利き目が あるら しかつ 

た ご 

むし 

若者 は撑 つた 椿の 花 を 噴き 井の 中へ 抛り こむ と、 

急に また にゃにゃ 笑いながら、 

「じ やもう 一 つ、 好い 事 を 御 教えし ましょう かご 



「何 だ。 その 好い 事と 云う の は ご 

彼が 不審 そうにこう 問 返す と、 若者 はま だ 意味 あり 

げな笑 を頰に 浮べ たま ま、 

く C ま 力た ま 

「あなたの 頸に かけて 御出でになる、 勾玉 を 一 つ 頂か 

せて 下さい ご と 云った。 

「勾玉 を くれ？ くれと 云えば やらない もので もない 

が、 勾玉 を 貰って どうす るの だ？」 

「まあ、 黙って 頂かせて 下さい。 悪い ように はし ませ 

ん から ご 

「嫌 だ。 どうす るの だか 聞かない 内 は、 勾玉 なぞ を や 

る 訳に は 行かない ご 



相手 は 好奇心 を 動かした と 見えて、 急に 気 ごんだ 調 

子に なった。 

「女で も 男で も 好い じゃありません かご 

若者 は 余計な おしやべ り を 後悔しながら 面倒臭そう 

けしき 

にこう 答 を 避けた。 が、 相手 は 腹 を 立てた 気色 もな く、 

反って 薄 気昧が 悪い ほど、 優しい 微笑 を 漏らしながら、 

「そり やどつ ちで も 好い さ。 どっちで も 好い が、 その 

人へ 渡す 品 だったら、 そこ は 君の 働き 一 つで、 ほかの 

さしつかえ 

勾玉 を 持って行っても、 大した 差 支 はなさ そうじゃ 

*k 、 ゝ o _ 

る レカ 」 

若者 はまた 口 を噤ん で、 草の 上へ 眼 を 反らせて いた。 



彼の 顔 を 見る と、 彼女 は 急に 唇 を 歪めて、 蔑む ような 

， J ぅぜ ん 

表情 を 水々 しい 眼に 浮べた まま、 昂然と 一人 先に 立つ 

て、 彼の 傍 を 通り過ぎた。 彼 はいつ もの 通り 顔 を 赤め 

た 上に、 その 日 は 何とも 名状し 難い 不快な 感じまで 味 

わされた。 「おれ は 莫迦 だ。 あの 娘 はたと い 生まれ 

変っても、 おれの 妻になる ような 女で はない ご —— そ 

う 云う 絶望に 近い 心 もち も、 しばらく は 彼 を 離れな 

かった。 しかし 牛 飼の 若者が、 否やの 返事 を 持って来 

ない 事 は、 人の 好い 彼に 多少ながら、 希望 を 抱かせる 

力に なった。 彼 は それ以来 すべて を この 未知の 答えに 

懸けて、 二度と 苦しい 思い をし ないた めに、 当分 は あ 



ひば リ 

一 羽啼 いている 雲雀 も、 ことごとく 彼に は 嬉しそうで 

あった。 彼 は 頭 を 挙げて 歩きながら、 危く 霞に 紛れ 

そうな 雲雀と 時々 話 をした。 

「おい、 雲雀。 お前 はおれが 羨まし そうだな。 羨まし 

くないと？ 噓を つけ。 それなら 何故 そんなに 啼き立 

てるの だ。 雲雀。 おい、 雲雀。 返事 をし ないか。 雲雀。 

…：- J 

十八 

素 戔嗚は それから 五六 日の 間、 幸福 そのもの のよう 



まがたま 

「貴様 はこの 勾玉 を 誰に 貰った？」 

素 戔嗚は 相手の 喉 をし め 上げながら 嚙 みつくよ うに 

こう 尋ねた。 

「離せ。 こら、 何 をす る。 離さない かご 

「貴様が 白状す るまで は 離さない ご 

「離さない と J 

はんち く 

若者 は 襟 を 取られた まま、 斑 竹の 笛 を ふり 上げて、 

横 払いに 相手 を 打とうと した。 が、 素 戔嗚は 手 もと を 

ゆる 

緩める まで もな く、 遊んで いた 片手 を 動かして、 苦 も 

なく その 笛 を扭じ 取つ てし ま つ た。 

しめころ 

「さあ、 白状し ろ。 さもないと、 貴様 を 絞殺す ぞご 



実際 素 戔嗚の 心の中に は、 狂暴な 怒が 燃え立 つてい 

た。 

「この 勾玉 は —— おれが —— おれが 馬と 取換え たの 

だ ご 

「噓 をつ け。 これ はおれが —— 」 

こわ 

「あの 娘に」 と 云う 言葉が、 何故か 素 戔嗚の 舌 を 硬ば 

ら せた。 彼 は 相手の 蒼 ざめ た 顔に 熱い 息 を 吹き かけな 

がら、 もう 一 度 唸る ような 声 を 出した。 

「噓 をつ け ご 

「離さない か。 貴様 こそ、 —— ああ、 喉が 絞まる。 I 

I あれほど 離す と 云った 癖に、 貴康 こそ 噓を つく 奴 



きずつ いのしし 

怒り狂った 素戔嗚 は、 まるで 傷いた 猪 のように、 

まさ 

猛然と その後から 飛び かかった。 いや、 将に 飛び かか 

ろうとした 時、 今度 は 足 もとに 倒れて いた、 美貌の 若 

つ るぎ う- ち 

者が 身 を 起す と、 これ も 死物 狂に 剣を抜いて、 火の 中 

に 片膝つ いたま ま、 いきなり 彼の 足 を 払おうと した。 

二十 一 

その 剣の 光 を 見る と、 突然 素 戔嗚の 心の中に は、 長 

い 間 眠って いた、 流血に 憧れる 野性が 目 ざめ た。 彼 

すばや ちぢ 

は 素早く 足 を 縮めて、 相手の 武器 を 飛び越え ると、 



おおそう どう 

せんで、 とうとう あのよう に 何年に もない、 大 騒動が 

始ま つたそう でございます よご 

思 兼 尊 は 考え深い 目つ きをして、 部落に 上って いる 

火事の 煙と、 尊の 胸に すがって いる 娘の 顔と を 見比べ 

た。 娘 は 月に 照らされた せいか、 鬢の 乱れた 頰の 色が、 

透き 徹 るかと 思う ほど 青ざめて いた。 

もて あそ 

「火 を 弄 ぶ もの は、 気をつけな いと、 —— 素 戔嗚尊 

ばかりで はない。 火 を 弄ぶ もの は、 気をつけな いと I 

I」 

しわ 

尊 は 皺 だらけな 顔に 苦笑 を 浮べて、 今 はさら に拡 

S る 

がったら しい 火の手 を遥に 眺めながら、 黙って 震えて 



ろ * つに やく お."？ て 

部落の 老若 はこと ごとく、 律 通り 彼 を 殺して、 騒 

つぐな おもい かねの みこと 

動の 罪 を 贖わせよ うとした。 が、 思 兼 尊と 

たぢ からお のみこと 

手 力 雄 尊と、 この 二人の 勢力家 だけ は、 容易に 賛同の 

意 を 示さなかった。 手 力 雄 尊 は 素 戔嗚の 罪 を 憎みな が 

らも、 彼の 非凡な 膂 力に は 愛惜の 情 を 感じて いた。 

これ は 同時に また 思 兼 尊が 、 む ざ む ざ 彼 ほ どの 若者 を 

みこと 

殺したくない 理由で もあった。 のみならず 尊 は 彼ば 

かりで なく、 すべて 人間 を 殺す と 云う 事に、 極端な 

嫌悪 を 抱いて いた。 II 

部落の 老若 は 彼の 罪 を 定める ために、 三日の 間 議論 

を 重ねた。 が、 二人の 尊た ち はどうしても 意見 を 改め 



なかった。 彼等 は そこで 死刑の 代りに、 彼 を 追放に 処 

する 事に した。 しかし このまま、 彼の 緦を 解いて、 彼 

に 広い 国外の 自由の 天地 を 与える の は、 到底 彼等の 忍 

び 難い、 寛大に 過ぎた 処置であった。 彼等 はまず 彼の 

鬚 を、 一本 残らずむ しり 取った。 それから 彼の 手足の 

爪 を、 まるで 貝で も i! がすよう に、 未練 未釈 なく 抜い 

てし まった。 その上 彼の 緦を 解く と、 ほとんど 手足 も 

き ひょうかん 

利かない 彼へ、 手ん 手に 石 を 投げつ けたり、 標悍な 狩 

犬 をけ しかけた りした。 彼 は 血に まみれながら、 ほと 

んど高 這い を しないば かりに、 蹌踉と 部落 を 逃れて 

行った。 



「高天原の 国 は、 好い 所 だと 申す では ございません 

ゝ o _ 

力 」 

しんとう 

この 言葉 を 聞く と共に、 一時 静まって いた 心頭の 

怒 火が、 また 彼の 眼の 中に 燃え あがった。 

いのしし 

「高天原の 国 か。 高天原の 国 は、 鼠が 猪 よりも 強い 

所 だ。」 

ひょうし あざやか 

大気 都 姫 は 微笑した。 その 拍子に 美しい 歯が、 鮮 

に 火の 光に 映って 見えた。 

「ここ は 何と 云う 所 だ？」 

彼 は 強いて 冷 かに、 こう 話頭 を 転換した。 が、 彼女 

たくま 

は 微笑 を 含んで、 彼の 逞しい 肩の あたりへ じっと 眼 



られた 彼の まわりへ、 馴れ馴れしく 手ん 手に 席 を 占め 

くび だま みみわ 

た。 頸珠の 色、 耳環の 光、 それから 着物の 絹 ずれの 音、 

ほた あか 

—— 洞穴の 内 はそう 云う 物が、 搰明リ の 中に 充ち 満ち 

たせい か、 急に 狭くな つたよう な 心 もちが した。 

十六 人の 女た ち は、 すぐに 彼 を 取りまい て、 こう 云 

さかもり 

う 山の 中に も 似合わない、 陽気な 酒 盛 を 開き 始めた。 

fo し すす 

彼 は 始は啞 のように、 ただ 勧められる 盃を 一 息に ぐい 

ぐい 飲み干し ていた。 が、 酔が まわって 来る と、 追い 

おい 大きな 声 を 挙げて、 笑った リ 話したり する 様に 

なった。 女た ちの ある 者 は、 玉 を 飾って 琴 を 弾いた。 

なまめ 

また ある 者 は、 盃を 控えて、 艷 かしい 恋の 歌を唱 つた。 



音ば かりであった。 

やがて 老婆 は 立ち上って、 明るい 油 火の 燈台を 一 つ 

ろ すすく さ 

一 つ 消して 行った。 後に は炉に 消え かかった、 煤 臭い 

ま -こ 

搰の火 だけが 残った。 その かすかな 火の 光 は、 十六 人 

さいな もうろう 

の 女に 虐 まれて いる、 小山の ような 彼の 姿 を 朦朧と 

い つまで も 照して いた。 ：：： 

ほらあな 

翌日 彼 は 眼 を さます と、 洞穴の 奥に しつらえた、 絹 

や 毛皮の 寝床の 中に、 たった 一 人 横にな つていた。 寝 

す 力 だた み うすた 力 もも 

床に は 菅畳を 延べる 代りに、 堆く 桃の 花が 敷いて 

きのう あ ふ 

あった。 昨日から 洞 中に 溢れて いた、 あのうす 甘い、 

不思議な 匀は、 この 桃の 花の 匀に 違いなかった。 彼 



びる と、 老婆の 挨拶に は 頓着な く、 大股に 洞 外へ 歩 を 

運んだ。 

微風 は 彼の 頭から、 すぐさま 宿酔 を 吹き払った。 

彼 は 両腕 を 胸に 組んで、 谷川の 向う に 戦いで いる、 さ 

わ やかな 森林の 梢 を 眺めた。 森林の 空に は 高い 山々 

もや さんがん はだ さら 

が、 中腹に 懸 つた 靄の 上に、 巉 K たる 肌 を 曝して いた。 

しかも その 巨大な 山々 の 峰 は、 すでに 朝日の 光 を 受け 

て、 まるで 彼 を 見下しながら、 声 もな く 昨夜の 狂態 を 

嘲笑って いるよう に 見える のであった。 

ほらあな 

この 山々 と 森林と を 眺めて いると、 彼 は 急に 洞穴の 

おうと ろ 

空気が、 嘔吐 を 催す ほど 不快に なった。 今 は 炉の火 も、 



怒 を 犯して まで も、 犬 を 成敗し ようと 云う 勇気 は、 す 

でに 彼に は 失われて いた。 彼 は そこで 犬と 共に、 肉 を 

食ったり 酒 を 飲んだり した。 犬 は 彼の 不快 を 知ってい 

さ ら な きば 

るよう に、 いつも 盤 を 舐め 廻しながら、 彼の 方へ 牙 を 

剝 いて 見せた。 

しかし その 間 は、 まだ 好かった。 ある 朝 彼 は 女た ち 

たき 

に 遅れて、 例の 通り 瀑を 浴びに 行った。 季節 は 夏に 近 

かった が、 その あたりの 桃 は 相 不変、 谷間の 霧の 中に 

くまざさ 

開いて いた。 彼 は 熊笹 を 押し分けながら、 桃の 落花 を 

たた たきつぼ 

湛 えてい る、 すぐ 下の 瀑壺へ 下りよう とした。 その 時 

彼の 眼 は 思いがけなく、 水 を 浴びて いる X X X X X X 



けもの 

黒い 獣が 動いて いるの を 見た。 XXXXXXXXX 

xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx。 ® は 

つるぎ 

すぐに 腰の 剣を抜いて、 一 刺しに 犬 を 刺そうと した。 

ふる 

が、 女た ちはい ずれ も 犬 を かばって、 自由に 剣 を 揮わ 

たき つぼ 

せなかった。 その 暇に 大は水 を 垂らしながら、 瀑壺の 

外へ 躍り 上って、 洞穴の 方へ 逃げて 行って しまった。 

それ以来 夜毎の 酒盛りに も、 十六 人の 女た ちが、 一 

生 懸命に 奪い合う の は、 素戔嗚 ではなくて、 黒 犬で あつ 

ひた うずくま 

た。 彼 は 酒に 中りながら、 洞穴の 奥に 蹲って、 

ひとよ じゅうよ い 

一夜中 酔 泣きの 涙 を 落して いた。 彼の 心 は 犬に 対する、 

燃える ような 嫉妬で 一 ぱいであった。 が、 その 嫉妬の 



- つめ いと 

えたと 思う と、 息苦し そうな 呻き 声 を 発して、 弦 を 離 

れた 矢よりも 早く、 洞穴の 外へ 走り出した。 

かさ ぶ き み 

空に は 暈の かかった 月が、 無気味な くらい ぼんやり 

蒼 ざめ ていた。 森の 木々 も その 空に、 暗 枝 を さし 交せ 

きょうじ 

て、 ひっそり 谷 を 封 じた まま、 何 か 凶事が 起る の を 待 

ち 構えて いるよう であった。 が、 彼 は 何も 見ず、 何も 

聞かずに 走り続けた。 熊笹 は 露 を 振いながら、 あたか 

うず なみ 

も 彼 を 埋めよう とする ごとく、 どこまで 行っても 浪を 

立てて いた。 時々 夜鳥が その 中から、 翼に 薄い 燐光 を 

帯びて、 風 もない 梢へ 昇って 行った。 ：：： 

明け方 彼 は 彼 自身 を、 大きな 湖の 岸に 見出した。 湖 



て 顔 を 挙げた。 その 途端に 天 を 傾けて、 瀑 のよう な 

おお あ. P ま 「 、-ぜ し 

大雨が、 沛然と 彼 を 襲って 来た。 

三十 一 

対岸の 山 はすで に 見え なくなった。 湖 も 立ち 罩 めた 

うんえん まぎ 

雲煙の 中に、 ややと もす ると 紛れそう であった。 ただ 

ひらめ さかだ 

稲妻の 閃 く 度に、 波の 逆立 つた 水面が、 一 瞬間 遠く ま 

I 力ず ち 力 

で 見渡された。 と 思う と 雷 の 音が、 必ず 空を搔 きむ 

しるよう に、 続けさ まに 轟々 と 爆発した。 

す さのお いまだ なぎさ 

素戔嗚 はずぶ 濡れに なりながら、 未に 汀 の 砂 を 去 



た。 大男 は 静に手 を 挙げて、 彼に 何 か 相 図 をした。 

こまつ るぎ 

それが 彼に は 何となく、 その 高麗 剣を抜け と 云う 相 図 

のように 感じられた。 そうして 急に 夢が 覚めた。 

もみ こずえ 

彼 は 茫然と 身 を 起した。 微風に 動いて いる 樅の 梢 

に は、 すでに 星が 撒かれて いた。 周囲に も 薄白い 湖の 

ほか は、 熊笹の 戦ぎ や 苔の 匀，. が、 かすかに 動いて いる 

夕闇が あった。 彼 は 今 見た 夢 を 思い出しながら、 そう 

なにげ ものう しせん ただよ 

云う あたりへ 何気なく、 懶ぃ 視線 を 漂わせた。 

と、 十 歩と 離れて いない 所に、 夢の 中の それと 変り 

のない、 一本の 枯木の あるの が 見えた。 彼 は 考える 

いとま 

暇 もな く、 その 枯木の 側へ 足 を 運んだ。 



ひざまず 

跪 いて 天上の 神々 に 祈り を 捧げた。 

その後 彼 はまた 樅の 木陰へ 帰って、 しっかり 剣を^ 

きながら、 もう 一度 深い 眠に 落ちた。 そうして 三日 三 

晚の 間、 死んだ ように 眠り 続けた。 

な-きさ 

眠から 覚めた 素 戔嗚は 再び 体 を 清むべく、 湖の 汀 

へ 下りて 行った。 風の 旭ぎ 尽 した 湖 は、 小波 さえ 砂 を 

揺すらなかった。 その 水が 彼の 足 もとへ、 汀に 立った 

彼の 顔 を、 鏡の ごとく 鮮 かに 映して 見せた。 それ は 

たかまがはら たくま みにく 

高天原の 国に いた 時の 通リ、 心 も 体 も 逞しい、 醜い 

神の ような 顔であった。 が、 彼の 眼の 下に は、 今まで 

にない 一筋の 皺が、 いつの 間に か 一年間の 悲しみの 痕 



て も、 それらの 民の 一人と なって、 老いようと 思った 

事 は 一度 もなかった。 「素 戔嗚 よ。 お前 は 何 を 探して 

いるの だ。 おれと 一 しょに 来い。 おれと 一 しょに 来い。 

…：- J 

ささや あと 

彼 は 風が 囁く ままに、 あの 湖 を 後に してから、 ちょ 

ひょうはく 

うど 満七 年の 間、 はてしない 漂泊 を 続けて 来た。 そ 

いずも ひ さかのぼ 

うして その 七 年 目の 夏、 彼 は 出 雲の 簸の川 を 遡って 

いっそう まるきぶね あし 

行く、 一 艘の独 木 舟の 帆の 下に、 蘆の 深い 両岸 を 眺め 

ている、 退屈な 彼 自身 を 見出した のであった。 

あし 

蘆の 向う に は 一面に、 高い 松の木が 茂って いた。 こ 

せめ 

の 松の 枝が、 むらむらと、 互に 鬩ぎ 合った 上に は、 



なつが すみ いただき 

夏 霞 に 煙って いる、 陰鬱な 山々 の 頂 があった。 そ 

さぎ まば ゆ 

うして その また 山々 の 空に は、 時々 鷺が 両三 羽、 眩く 

ひらめ ななめ 

翼 を 閃かせながら、 斜に 渡って 行く 影が 見えた。 が、 

この 鷺の影 を 除いて は、 川筋 一帯 どこ を 見ても、 ほと 

んど人 を 脅 すよう な、 明い 寂寞が 支配して いた。 

ふな また もた む まつや こ こ. お、， 

彼 は 舷 に 身 を 凭せ て、 日に 蒸された 松脂の 匀を 

まるきぶね 

胸 一 ぱいに 吸い こみながら、 長い間 独 木 舟 を 風の 吹き 

やる のに 任せて いた。 実際 この 寂しい 川筋の 景色 も、 

な たかまがはら やち また 

幾多の 冒険に 慣れた 素 戔嗚に は、 まるで 高天原の 八衢 

すんぶん しげき 

のように、 今では 寸分の 剌戟 さえない、 平凡な 往来に 

過ぎない のであった。 



「そうです。 」 

「万一 あなたが そのために、 御 怪我 をな さらない とも 

限りません し、 」 

「そうです。 」 

いけにえ 

「どうせ 私 は 犠 になる ものと、 覚悟 をき めた 体で ご 

ざいます。 たとい このまま、 」 

「御 待ちな さいご 

彼 は 歩み を 続けながら、 何 か 眼に 見えない 物 を 払い 

のける ような 手真似 をした。 

「私 は あなた をお めお めと 大蛇の t 犠 に はしたくない 

のです ご 



泳ぎ 出した。 

あわ 

「あの 鹿の 慌てよう は —— もしゃ 来る ので は ございま 

すまい か。 あれが、 II あの 恐ろしい 神が、 —— 」 

櫛 名 田 姫 はまる で 狂気の ように、 素 戔嗚の 腰へ 鎚リ 

つ いた。 

「そうです。 とうとう 来たよう です。 神々 の 謎の 解け 

る 時が ご 

くば こま つ るぎ つ か 

彼 は 対岸に 眼 を 配りながら、 おもむろに 高麗 剣の 柄 

へ 手 を かけた。 すると その 言葉が まだ 終らない 内に、 

驟雨の 襲い かかる ような 音が、 対岸の 松林 を 震わせな 

まばら ま のぼ 

がら、 その上に 疎な 星 を 撒いた、 山々 の 空へ 上り 出し 



た。 



(大正 九 年 五月) 
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